
環境にやさしい土壌管理技術

平成18年3月
岡山県農業総合センター

農業試験場



はじめに

農業を取り巻く環境は大きく変化し、農業技術の重点課題は、収量性向上

一辺倒から高品質農産物の生産へと移り変わり、さらに環境への負荷を少なく

することを考慮した技術開発でなければならない時代になった。また、平成16

年11月から本格施行された家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関す

る法律により、環境問題及び資源循環問題としてたい肥等の有機質資源の有効

利用技術開発が急務となっている。その上、平成17年３月には環境と調和のと

れた農業生産活動規範（農業環境規範）が策定され、農業者自らが環境へ配慮

した農業の推進者であることが求められている。

本県では昭和54年から始まった土壌保全対策事業の土壌環境基礎調査によ

り、土壌の地力実態のモニタリングを長年に渡り継続してきている。また昨今

は、バイオマス利活用推進交付金などを通して、農業が環境へ及ぼす影響を把

握すると同時に、その対策技術の開発を行っているところである。

これら事業の中で多くの環境にやさしい土壌管理技術について試験研究を続

けている。これまでに得られた研究成果の中から、環境問題と関係のある課題

について整理した。
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